
「
音
楽
の
国
・
ド
イ
ツ
」に
は
有
名
な
ベ
ル
リ
ン
・

フ
ィ
ル
を
筆
頭
に
約
13
0の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
あ

り
ま
す
。ワ
ー
グ
ナ
ー
の
作
品
を
上
演
す
る「
バ

イ
ロ
イ
ト
音
楽
祭
」や
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の「
バ
ッ
ハ

音
楽
祭
」は
特
に
有
名
。コ
ン
サ
ー
ト
、教
会
で

の
合
唱
や
オ
ル
ガ
ン
の
定
期
演
奏
会
は
、ど
の

ま
ち
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
で
人
気
な
の
は
サ
ッ
カ
ー
。多
く
の

日
本
人
選
手
が
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
リ
ー
グ「
ブ
ン

デ
ス
リ
ー
ガ
」で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
も
さ
か
ん
で
、冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

ド
イ
ツ
は
大
活
躍
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

世
界
で
最
も
生
活
水
準
の
高
い
国
の
一
つ
で
、3
0％
が
人
口
10
万
人
以
上

の
都
市
に
、半
数
以
上
が
地
方
の
小
さ
な
町
に
住
ん
で
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
料
理
、ワ
イ
ン
、ビ
ー
ル
は
国
際
的

に
人
気
が
あ
り
、地
方
色
豊
か
で
、地
域
に

密
着
し
た
ヘ
ル
シ
ー
な
も
の
が
ト
レ
ン
ド
。

ミ
シ
ュ
ラ
ン
の
星
つ
き
レ
ス
ト
ラ
ン
は
30
0

軒
以
上
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
、人
口
の
約
12
％
が
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
で
内
3％
は
ビ
ー
ガ
ン
で
す
。

結
婚
を
せ
ず
に
共
同
生
活
を
送
る
カ
ッ
プ
ル
が

大
幅
に
増
え
、2
01
7年
よ
り
同
性
婚
は
法
的
に
保

障
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
府
は
育
児
休
暇
・
両
親
手
当
や
保
育
制
度
を

充
実
さ
せ
、両
親
の
双
方
が
最
長
3年
間
の
休
職

を
可
能
に
す
る
な
ど
、男
女
の
平
等
な
社
会
参

画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

フ
ォ
ル
ク
ス
フ
ェ
ス
ト

フ
ォ
ル
ク
ス
フ
ェ
ス
ト

オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
や
キ
ル
メ
ス
、マ
イ
バ
ウ
ム
の
お

祭
り
な
ど
伝
統
的
な
お
祭
り
で
は
、立
派
な
レ
ス
ト
ラ
ン

や
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
、移
動
遊
園
地
に
は
観
覧

車
や
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
も
設
営
さ
れ
ま
す
。ス
テ
ー

ジ
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、地
域
の
特
色
を
生

か
し
た
パ
レ
ー
ド
や
食
べ
物
の
屋
台
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

イ
ー
ス
タ
ー（
復
活
祭
）

イ
ー
ス
タ
ー（
復
活
祭
）

春
分
後
の
日
曜
日
の
朝
、子
供
た
ち
は
、家
の
中
や
、庭

木
や
植
え
込
み
の
中
を
必
死
に
覗
き
込
み
ま
す
。イ
ー

ス
タ
ー
の
ウ
サ
ギ
が
夜
中
に
隠
し
て
い
っ
た
色
と
り
ど

り
の
卵
や
お
菓
子
な
ど
、家
中
を
捜
し
回
り
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス

ク
リ
ス
マ
ス

12
月
25
日
ま
で
の
ア
ド
ベ
ン
ト
と
呼
ば
れ

る
4週
間
は
、一
年
で
一
番
大
切
な
時
期
。

ど
こ
の
町
や
村
で
も
、町
の
中
心
の
広
場

に
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
立
ち
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
飾
り
や
グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン
な

ど
の
屋
台
が
並
び
、一
日
中
賑
わ
い
ま
す
。

家
庭
で
は
も
み
の
木
や
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
木

カ
ー
ニ
バ
ル

カ
ー
ニ
バ
ル

こ
の「
5つ
目
の
季
節
」は
11
月
11
日
に
始
ま
り
、灰
の

水
曜
日
に
終
わ
り
ま
す
。ハ
イ
ラ
イ
ト
を
迎
え
る
の

は
、汚
れ
た
木
曜
日
か
ら
灰
の
水
曜
日
ま
で
の
週
。

を
飾
り
、家
族
一
人
一
人
が
用
意
し
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
ツ
リ
ー
の
下
に
置
き
ま

す
。2
4日
の
夕
食
後
、家
族
み
ん
な
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
ま
す
。

1月
6日
の
三
王
来
朝
の
日
、家
庭
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
片
付
け
、こ
れ

で
1ヶ
月
以
上
続
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
の
一
連
の
行
事
は
終
わ
り
ま
す
。

伝
統
と
風
習

伝
統
と
風
習

バ
ラ
の
月
曜
日
に
は
、大
規
模
な
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、愉
快
な
仮
装
を
し

た
り
、伝
統
的
な
民
族
衣
装
や
仮
面
を
つ
け
て
楽
し
み
ま
す
。

教
育
・
研
究

6才
に
な
る
と
基
礎
学
校（
日
本
の
小
学
校
）に
入
学
し
、4
年
生
で
次
に
進

学
す
る
学
校
を
決
め
ま
す
。基
幹
学
校（
5-
6年
制
。卒
業
後
、就
職
し
、職

業
訓
練
を
受
け
る
）、
実
科
学
校（
６
年
制
。卒
業
後
、職
業
教
育
学
校
に

進
学
、ま
た
は
就
職
）、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム（
8-
9年
制
。大
学
入
学
資
格
を
取

得
後
、大
学
へ
進
学
）に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
れ
ま
す
。

42
0校
の
大
学
が
あ
り
、大
学
へ
の
進
学

率
は
52
％
に
上
り
、女
子
学
生
が
52
％
を

占
め
ま
す
。連
邦
教
育
助
成
法
に
よ
り
財

政
的
に
無
理
な
く
卒
業
で
き
ま
す
。公
立

大
学
の
授
業
料
は
長
期
在
学
生
や
再
入

学
生
、一
部
の
州
を
除
き
、学
費
は
原
則

無
料
ま
た
は
定
額
で
す
。

大
学
進
学
以
外
に
、職
業
教
育
が
充
実
し
て

い
ま
す
。デ
ュ
ア
ル
職
業
教
育
シ
ス
テ
ム

（
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
）で
公
的
に
認
定
さ
れ

た
32
4の
職
種
の
う
ち
1つ
を
選
び
、週
に

3-
4日
企
業
な
ど
で
実
習
、1
-2
日
は
職
業
学

校
で
理
論
教
育
を
受
け
ま
す
。教
育
期
間

は
2-
3年
半
で
報
酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

G
D
Pの
約
3％
が
研
究
開
発
費
に
投
資
さ
れ
、内
2/
3が
経
済
セ
ク
タ
ー

に
、1
8％
が
大
学
に
、1
5％
が
大
学
以
外
の
研
究
機
関
に
割
り
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

大
学
外
の
主
要
な
4つ
の
研
究
機
関
と
し
て
は
、自
然
科
学
、人
文
社
会
科

学
の
基
礎
研
究
を
担
う
マ
ッ
ク
ス
・
プ
ラ
ン
ク
協
会
、ド
イ
ツ
全
土
に
76
の

研
究
施
設
を
持
つ
応
用
志
向
の
開
発
機
関
で
あ
る
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
ー

協
会
、ド
イ
ツ
航
空
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
傘
下
に
持
つ
ヘ
ル
ム
ホ
ル
ツ
協
会
、

研
究
成
果
の
政
治
、経
済
界
、市
民
社
会
へ
の
還
元
を
重
点
と
す
る
ラ
イ

プ
ニ
ッ
ツ
協
会
が
あ
り
ま
す
。
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ド
イ
ツ
大
使
館
・
総
領
事
館
、各
在
日
ド
イ
ツ
機
関
は
ド
イ
ツ
情
報
を
日
々

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
関
連
リ
ン
ク
集

冊
子「
ド
イ
ツ
の
現
状
」

ド
イ
ツ
連
邦
政
府

ド
イ
ツ
外
務
省

連
邦
統
計
局

ド
イ
チ
ェ・
ヴ
ェ
レ

ド
イ
ツ
大
使
館
・
総
領
事
館

公
式
SN
S

在
日ド
イ
ツ
商
工
会
議
所

DA
AD
日
本（
ド
イ
ツ
留
学
）

ド
イ
ツ
観
光
局

ゲ
ー
テ
・
イ
ン
ス
テ
ィト
ゥ
ー
ト

（
語
学
コ
ー
ス
や
ド
イ
ツ
文
化
な
ど
）

ド
イ
ツ
大
使
館
・
総
領
事
館

経
済
・
環
境

ド
イ
ツ
は
EU
内
で
最
大
、世
界
第
3位
の
経
済
大
国
。輸
出
国
と
し
て
は
世

界
第
3位
。

主
要
産
業
は
、自
動
車
、機
械
、電
機
･電
子
、化
学
、環
境
技
術
、バ
イ
オ
、ナ

ノ
テ
ク
な
ど
。

ド
イ
ツ
企
業
の
中
核
を
成
す
中
小
企
業
は
、ド
イ
ツ
企
業
の
99
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

20
02
年
か
ら
ド
イ
ツ
な
ど
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
が「
€ （
ユ
ー
ロ
）」
を
現

金
と
し
て
使
い
始
め
、2
0ヵ
国
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

欧
州
中
央
銀
行
本
部
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
に
あ
り
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

褐
炭

天
然
ガ
ス

石
炭

原
子
力

そ
の
他

電
源
別
発
電
量
 

20
23

52

17

16

9
1
5

27
％

風
力 12
％

太
陽
光
発
電

9％
 バ
イ
オ
マ
ス

4％
 水
力

1％
 家
庭
ご
み

ド
イ
ツ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

フ
ト
が
最
優
先
で
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。2
02
3年
脱
原
発

を
達
成
し
、化
石
燃
料
か
ら

の
完
全
な
離
脱
は
中
心
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
す
。

電
力
消
費
量
に
お
け
る
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を

80
％
と
す
る
こ
と
が
目
標
で

す
。

気
候
保
護
変
動
法
に
よ
り
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

20
30
年
ま
で
に
19
90
年
比

で
65
％
削
減
、2
04
0年
ま
で

に
88
％
、2
04
5年
に
温
室
効

果
ガ
ス
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

20
30
年
ま
で
に
電
気
自
動
車
を
少
な
く
と
も
15
00
万
台
ま
で
増
や
し
、鉄
道

貨
物
輸
送
量
を
25
％
、旅
客
輸
送
量
を
2倍
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。

19
45
年
ド
イ
ツ
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
敗
れ
、戦
勝
4ヵ
国（
米
英
仏
ソ
）

が
ド
イ
ツ
を
分
割
統
治
を
す
る
中
で
、1
94
9年
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国（
西
ド

イ
ツ
）と
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国（
東
ド
イ
ツ
）が
建
国
さ
れ
ま
し
た
。そ
の

後
、東
西
冷
戦
が
激
し
く
な
り
、1
96
1年
に
は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
築
か
れ
、

両
国
の
国
民
は
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

東
ド
イ
ツ
の
人
々
に
よ
る
平
和
革
命
を
経
て
、1
98
9年
11
月
9日
ベ
ル
リ
ン

の
壁
が
崩
壊
、1
99
0年
10
月
3日
東
ド
イ
ツ
が
西
ド
イ
ツ
へ
編
入
さ
れ
る
形

で
、ド
イ
ツ
は
再
び
一
つ
の
国
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
・
政
治

19
90
年
～

19
45
-19
49
年

ド
イ
ツ
の
国
旗

ド
イ
ツ
の
紋
章

19
49
-19
90
年

ベ
ル
リ
ン

ベ
ル
リ
ン

国
民

連
邦
議
会

連
邦
首
相

連
邦
政
府

選
出

選
出

提
案

日
本
の
国
会
に
あ
た
る
連
邦
議
会
は
、4
年
ご
と
に
18
歳
以
上
の
ド
イ
ツ
国

籍
を
持
つ
市
民
に
よ
っ
て
選
ば
れ
ま
す
。法
律
を
定
め
、首
相
を
選
び
、政

府
を
監
督
し
ま
す
。

連
邦
大
統
領
は
国
家
元
首
で
国
外
に
対
し
て
ド
イ
ツ
を
代
表
し
、連
邦
首

相
は
政
治
の
方
針
を
決
定
し
、内
閣
を
代
表
し
ま
す
。

正
式
名
称
は「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
」。
ド
イ
ツ
語
で
は

Bu
nd
es
re
pu
bl
ik
 D
eu
ts
ch
la
nd
（
ブ
ン
デ
ス
レ
プ
ブ

リ
ー
ク
・
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ド
）。

国
旗
は
上
か
ら
黒
・
赤
・
金
の
三
色
旗
。

国
章
は
鷲
。連
邦
大
統
領
、連
邦
憲
法
裁
判
所
、連
邦

議
会
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ザ
イ
ン
の
鷲
を
使
用
。硬

貨
や
、ス
ポ
ー
ツ
の
ド
イ
ツ
代
表
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
も
様
々
な
デ
ザ
イ
ン
の
鷲
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
歌
は
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ホ
フ
マ
ン
・
フ
ォ
ン
・
フ
ァ
ー

ラ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
の「
ド
イ
ツ
の
歌
」第
三
節
。メ
ロ

デ
ィ
は
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ハ
イ
ド
ン
が
作
曲
し
ま
し
た
。

人
口
約
83
00
万
人
、そ
の
内
の
約
12
50
万
人
(全
人
口
の

15
％
)が
外
国
籍
で
、2
50
0万
人
が
移
民
の
背
景
を
持
っ
て

い
ま
す
。

平
均
寿
命
は
男
性
が
79
歳
、女
性
が
83
歳
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
が
半
数
以
上
を
占
め
、カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

公
用
語
は
ド
イ
ツ
語
。世
界
で
1億
30
00
万
人
が
母
語
ま

た
は
定
期
的
に
使
用
す
る
第
2言
語
と
し
て
使
っ
て
い
ま

す
。文
字
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
26
文
字
に
ド
イ
ツ
語
特
有
の

Ää
,Ö
ö,
Üü
,ß
。

こ
ん
に
ち
わ
 

G
ut
en
 Ta
g 

グ
ー
テ
ン
・
タ
ー
ク

あ
り
が
と
う
 

D
an
ke
 sc
hö
n 

ダ
ン
ケ
・
シ
ェ
ー
ン

バ
イ
バ
イ
 

Ts
ch
üß
  

チ
ュ
ー
ス

地
理
・
人々

ド
イ
ツ
の
気
候
は
日
本
と
比
べ
る
と
、夏
は
湿
度
が
低
く
涼
し
い
。反
対
に

冬
は
寒
く
、南
部
で
は
雪
が
多
く
降
り
ま
す
。

日
本
と
の
時
差
は
夏
は
マ
イ
ナ
ス
7時
間
、冬
は
マ
イ
ナ
ス
8時
間
。
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